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■獨協大学ニュース「本箱」欄に掲載する新刊情報をお寄せください。
本学教職員（非常勤講師含む）が執筆した単著・共著・分担執筆・監修・翻訳書などの新刊情報を募集しています。なお、価格は税抜表記として
おります。新刊がありましたら、中央棟2階総合企画課までご持参ください。表紙撮影後、返却いたします。

田中　善英（フランス語学科教授）著
『1日5題文法ドリル　つぶやきのフランス語』
白水社　2021年9月　1900円

日常生活でも使えるフラ
ンス語の練習問題を、合
計1500題収録した問題
集。学習者の理解を助け
るワンポイント解説も満
載で、基本的な文法事項
をわかりやすくカバーして
くれます。

日常生活でも使えるフラ
ンス語の練習問題を、合
計1500題収録した問題
集。学習者の理解を助け
るワンポイント解説も満
載で、基本的な文法事項
をわかりやすくカバーして
くれます。

明田川　聡士（言語文化学科専任講師）訳
(黄 崇凱 著)
『冥王星より遠いところ』
書肆侃侃房　2021年9月　1900円

病院で母の介護をする青
年と、小説家志望で妻子
持ちの高校教師、互いが
互いの人生を夢に見て、
小説に書き、病室と実家
を行き来する…。台湾での
尊厳死問題を示唆する、
筆者の長編デビュー作。

病院で母の介護をする青
年と、小説家志望で妻子
持ちの高校教師、互いが
互いの人生を夢に見て、
小説に書き、病室と実家
を行き来する…。台湾での
尊厳死問題を示唆する、
筆者の長編デビュー作。

野村　容康（経済学部教授）分担執筆
『資産の形成・世代間移転と税制』
日本証券経済研究所　2021年9月　2500円

個人にも社会にも重要な
「資産形成」と「次代への
継承」の問題に関する研
究をまとめた研究書。実
証分析を含めた包括的
な調査に基づいて、実践
的な分析と提言が行な
われています。

個人にも社会にも重要な
「資産形成」と「次代への
継承」の問題に関する研
究をまとめた研究書。実
証分析を含めた包括的
な調査に基づいて、実践
的な分析と提言が行な
われています。

大谷　基道（総合政策学科教授）分担執筆
『テキストブック地方自治　第3版』
東洋経済新報社　2021年9月　2800円

地方自治の基本、中央と
地方の政治行政のかかわ
りなどを解説する大学向
けテキストの第3版。危機
管理と災害対応、情報化
対応など、地方が抱える
新たな問題にも章を割い
ています。

地方自治の基本、中央と
地方の政治行政のかかわ
りなどを解説する大学向
けテキストの第3版。危機
管理と災害対応、情報化
対応など、地方が抱える
新たな問題にも章を割い
ています。

犬井　正（名誉教授）著
『山林と平地林
 ―関東における林野利用の展開―』
テイハン　2021年9月　4400円

国土の3分の２を占める
山林や原野。合わせて林
野と呼ぶこの土地の利用
法について、関東をモデ
ルに、地理学や歴史学、
民俗学などの観点から調
べ、再利用の道を探る一
冊です。

国土の3分の２を占める
山林や原野。合わせて林
野と呼ぶこの土地の利用
法について、関東をモデ
ルに、地理学や歴史学、
民俗学などの観点から調
べ、再利用の道を探る一
冊です。

大谷　基道（総合政策学科教授）共著
『現場のリアルな悩みを解決する！
  職員減少時代の自治体人事戦略』
ぎょうせい　2021年10月　2200円

時間外勤務や、若手の離
職、テレワーク導入の障
害、メンタル不調の増加
など、悩みが尽きない自
治体の人事に、先進事例
を紹介しつつトータルな
戦略を提案する一冊。

時間外勤務や、若手の離
職、テレワーク導入の障
害、メンタル不調の増加
など、悩みが尽きない自
治体の人事に、先進事例
を紹介しつつトータルな
戦略を提案する一冊。

堀　晋也（フランス語学科非常勤講師）訳
『CEFRの理念と現実　現実編
  教育現場へのインパクト』
くろしお出版　2021年8月　3000円

CEFR（ヨーロッパ言語共
通参照枠）は日本の教育
現場でいかに受け入れら
れ、運用されているので
しょうか。その運用の問題
点と改善点について、各
種論文などから検討・再
考します。

CEFR（ヨーロッパ言語共
通参照枠）は日本の教育
現場でいかに受け入れら
れ、運用されているので
しょうか。その運用の問題
点と改善点について、各
種論文などから検討・再
考します。

堀　晋也（フランス語学科非常勤講師）訳
『CEFRの理念と現実　理念編
  言語政策からの考察』
くろしお出版　2021年8月　3000円

日本で無批判に受容され
ているCEFR（ヨーロッパ
言語共通参照枠）。果たし
てこの教育法の日本での
取り入れ方に問題はない
のか、その基本的な理念
などから見直します。

日本で無批判に受容され
ているCEFR（ヨーロッパ
言語共通参照枠）。果たし
てこの教育法の日本での
取り入れ方に問題はない
のか、その基本的な理念
などから見直します。

佐藤　唯行（英語学科教授）著
『英国ユダヤ人の歴史』
幻冬舎　2021年7月　840円

キリスト教の誕生以来、
迫害に耐えて生き抜いた
ヨーロッパのユダヤ人た
ち。中でも英国では、銀行
業を開業し、大財閥へと
成長させました。英国の盛
衰にも関わった彼らの足
跡をたどる一冊です。

キリスト教の誕生以来、
迫害に耐えて生き抜いた
ヨーロッパのユダヤ人た
ち。中でも英国では、銀行
業を開業し、大財閥へと
成長させました。英国の盛
衰にも関わった彼らの足
跡をたどる一冊です。

網谷　壮介（法律学科専任講師）分担執筆
『よくわかる政治思想』
ミネルヴァ書房　2021年4月　2800円

古代から現代までの主
要な思想家、重要なキー
ワード、日本人思想家とい
う3つの方向から政治思
想を読み解く入門書。通
史的に理解しつつ各項目
も学べる一冊になってい
ます。

古代から現代までの主
要な思想家、重要なキー
ワード、日本人思想家とい
う3つの方向から政治思
想を読み解く入門書。通
史的に理解しつつ各項目
も学べる一冊になってい
ます。

市原　博（経済学科教授）分担執筆
『社会経済史学事典』
丸善出版　2021年6月　22000円

社会経済史学は人類の活
動全般に関わり、歴史学
や人文学とも結びつきま
す。国を超えた技術や文
明、生活の変化、人々の交
流と交易など、様々な視
点から書かれた研究でそ
の歴史を解き明かします。

社会経済史学は人類の活
動全般に関わり、歴史学
や人文学とも結びつきま
す。国を超えた技術や文
明、生活の変化、人々の交
流と交易など、様々な視
点から書かれた研究でそ
の歴史を解き明かします。

有信 真美菜（ドイツ語学科非常勤講師）著
『Ordnung des Tisches bei Hofe
 : Die Rolle und die Funktion der Tischzuchtliteratur 
und die Gast- und Festmähler in der Hofgesellschaft 
in Hoch- und Spätmittelalter』
Tectum Verlag　2021年8月　68€

本書は筆者がドイツの大学に提出した
博士論文を出版したものです。上流階
級（王様や貴族）の社会で、公的な会食
が持っていた社会的な役割と、そこで求
められた広義でのテーブルマナー、そ
して当時の人々の食事に対する意識を
様々な資料を使って分析した一冊です。

本書は筆者がドイツの大学に提出した
博士論文を出版したものです。上流階
級（王様や貴族）の社会で、公的な会食
が持っていた社会的な役割と、そこで求
められた広義でのテーブルマナー、そ
して当時の人々の食事に対する意識を
様々な資料を使って分析した一冊です。
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　2021年度の第49回学生懸賞論文は、9つのテーマに合計20本の
応募があった。まずは第一次審査として審査委員4名で分担査読した。
次いで、第一次審査を通過した4本の論文につき、第二次審査として、
今度は全審査委員で査読した後、各賞を審議した。
　本年度の応募に際し、審査委員会では著作権法遵守を重視し、「学生
懸賞論文応募要項」に以下を掲載した。
・著作権法を遵守すること。 
・必ず自身の言葉で論述を行い、他人の言葉は引用として処理する
こと。
・参考文献・資料から引用する場合、以下の諸点に留意すること。
（1） 他人の著作物を引用する必然性があること。
（2） 他人の著作物の引用箇所には かぎ括弧をつけるなど、自分の

著作物と引用部分が区別されていること。 
（3） 自分の著作物と引用する著作物との主従関係が明確であるこ

と(自分の著作物が主体)。 
（4） 出所の明示がなされていること。 
（5） 引用部分は一字一句正確に記し、勝手な改変を行わないこと。
　「他人の言葉は引用として処理」しなければならないとし、その際の
「留意」点を列挙したものであるが、とりわけ「他人の著作物の引用箇
所にはかぎ括弧をつけるなど、自分の著作物と引用部分が区別されて
いること。」との要請は、ほとんどの応募論文において遵守されていな
かった。その多くは、他人の著作物の内容を、かぎ括弧をつけるなどせ
ずに本文に記載し、脚注で参照文献を明示する形にとどまっていた。
　問題は、参照文献を明示せずに、他人の著作物の内容を本文中に貼
り付けてしまっているケースである。審査委員会は査読の過程で、次の
ような2つの事例を 発見/認識した。

事例１ テーマとした市町村の現状を記述した箇所が、当該市町村の
webページのほぼ丸写しであり、自身による分析とは言えな
かった。同様の傾向は、それに続く図表の分析にも認められた。

事例２ 某省庁がHP上で公開している参考資料と、記述が一語一句完
全に一致した。論文内の該当箇所では出典も示されておらず，
引用符も使用されていなかったため、これは剽窃と判断した。
他にも数か所に同様の剽窃行為が見られた。

　今回の応募論文20本のうち、明確な剽窃行為が見られたものが、
我々審査委員が発見したものだけで2本あった。これはやはり由々しき
事態である。審査委員会が剽窃行為に気付かずに顕彰してしまい、そ
れが外部の人の目に触れた場合、場合によっては獨協大学の信用を大
きく傷つけてしまう結果にもなりかねない。

　優秀賞の論文は、“母国から離れ異国の地で育つ子ども(＝サードカ
ルチャーキッズ；以下 TCK)には「移動本能」という特徴が存在し、その
移動本能は「TCKの落ち着きのなさから来る」”というポロック･リーケ
ンの見解に、自らもTCKである論文著者が違和感を覚え、「落ち着きを
求めて新たな場所へ移動をするのではなく、実際はすでにTCKが自分
の居場所を見つけているからこそ、安心して新しい国や地域へと移動
し続けようと思えるのではないだろうか」との仮説を立て、その検証を、
10歳未満で海外移住を体験したTCK4名へのインタビュー調査を通じ
て試みたものである。経験に裏付けられた自らの直感から出て来た疑
問を、文献のみに頼ることなく、インタビュー調査という‘自らの足でか
せいだデータ収集’を通じて解決していこうというその姿勢は、賞賛に
値するものであり、借りものでない血の通った問題意識と議論には委
員からの高い評価があった。しかしながら、論文の結論の持つ意義への
多少の疑問、インタビュー調査の結果のとりまとめ方の不十分さ、等々
の消極的な意見も出され、最終的には、各審査委員の個別意見をとり
まとめ、「優秀賞」との結論に至った。

　他にも着眼点が面白い論文が多く見られた。引用のルールを守り、
論文の書き方をしっかり勉強すれば、いずれも質の高い論文となる可
能性が高い。テーマ、内容、そして論文作成上のルールをしっかりと守
り、論文作成に挑んでいただければ幸いである。

第49回学生懸賞論文審査委員
委員長　内倉 滋（経済学部教授）
委　員　尾玉 剛士（外国語学部准教授）
委　員　堀川 宏（国際教養学部専任講師）　　
委　員　木村 雪乃（法学部専任講師）

第49回学生懸賞論文審査結果 ２０21年度の第４9回学生懸賞論文には、20編の応募がありました。
審査委員会での協議の結果、優秀賞１編が選定されました。

審査講評

■最優秀賞　　　該当作なし
■優秀賞　　　　1編
　「サードカルチャーキッズの 「移動本能」 に関する批判的考察 ― 居場所への安心感に着目して ― 」
　国際教養学部言語文化学科3年　参田 沙良
■審査員奨励賞　該当作なし

●優秀賞
　現代、移動社会の到来と共に海外に移住する人々が増
加している。幼少期に両親の文化圏の外で過ごす子供た
ちを「サードカルチャーキッズ（TCK）」と呼ぶ。『サードカル
チャーキッズ多文化の間で生きる子どもたち』の著者である
ポロックら（2010）は、TCKはいくつかの特徴を有している
と示しており、その一つに「移動本能」というものを挙げてい
る。「移動本能」とはTCKを一か所に住み続けさせることを
難しくさせ、別の場所へと移動を繰り返させる衝動を意味す

る。これは、「どこかに自分にとっての居場所が存在する」と
探し求める内的な落ち着きのなさが原因であると考えられて
いる。
　しかし、本稿ではTCKには「すでに自分にとっての居場所
を見つけているという安心感」から移動本能が生じるのでは
ないかという仮説を立てた。本稿ではTCKが誕生する背景
や「居場所」の定義を整理したうえで、インタビュー調査を用
いてTCKの移動本能が形成される理由を考察した。

言語文化学科3年

参田 沙良

サードカルチャーキッズの 「移動本能」 に関する批判的考察   ― 居場所への安心感に着目して ― 

さんだ　さら
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